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 「
泉
佐
野
市
域
の
雨
乞
い
の
地
域
差
」

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください
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 日本遺産・中世日根荘を巡る㉙
～旅引付編（13）「七宝瀧寺」（前編）～

「日本遺産」に認定された「旅引付と二枚の絵図が伝
えるまち ―中世日根荘の風景―」のストーリーを構
成する泉佐野市の文化財等を紹介します。

問合先　文化財保護課

◀政基公旅引付
※旅引付の写真
は、歴史館いず
みさの所蔵の複
製を使用（原本
は宮内庁書陵部
所蔵）

　七宝瀧寺は、令和元（2019）年に「旅引付と二枚の絵図が伝える
まち－中世日根荘の風景－」。令和２（2020）年には「葛城修験－
里人とともに守り伝える修験道はじまりの地」の２つの日本遺産に
認定されるほど、数多くの歴史文化資源を保有する本市を代表する
歴史文化資源及び観光名所となっています。
　また、犬鳴山渓谷の景観は、金剛生駒紀泉国定公園や「大阪みど
りの百選」、重要文化的景観「日根荘大木の農村景観」にも選定され
ており、和歌山市加太国民休暇村から和泉市槇尾山施福寺までつな

がる大阪府の泉州地域近畿自然歩道のコースにもなっています。犬鳴山は、斎明7（661）年、修験道開祖で
ある役行者が28歳の時に開基した葛城修験の中心的行場であり、そのなかに真言宗犬鳴派の七宝瀧寺がありま
す。本尊は倶利伽羅大龍不動明王で、役行者作と伝えられる秘仏です。大和の大峰山より6年早く開山された
ので、元山上と呼ばれ、ここが修験はじまりの地ということができます。本堂のさらに上にある行者の滝では、
一般の男女が参加できる1日修行体験も行われており、貴重な修験体験ができる葛城修験唯一の場所となって
います。

お滝まつり

▲「当山請雨・祭礼・諸事記録」

　

今
月
12
日
㈰
に
閉
幕
を
迎
え
る

歴
史
館
い
ず
み
さ
の
秋
季
特
別
展

「
い
の
り
よ
、
と
ど
け
」。
最
後
と

な
る
今
回
は
、
当
展
に
て
展
示
中

の
雨
乞
い
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

泉
州
地
域
は
、
古
く
か
ら
地
中

海
性
気
候
の
影
響
に
よ
り
雨
が
少

な
く
、
山
・
川
な
ど
の
地
理
的
要

因
か
ら
水
の
確
保
が
難
し
い
土
地

で
し
た
。
そ
の
た
め
、
泉
州
地
域

で
は
数
多
く
の
溜
池
が
築
か
れ
、

田
畑
の
灌
漑
に
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
気
候
・
地
形
的
影
響
は
、

人
々
の
信
仰
に
大
き
く
影
響
を
与

え
て
お
り
、
そ
の
痕
跡
は
雨
や
水
を

司
る
神
仏
へ
の
信
仰
に
み
て
と
れ

ま
す
。
泉
佐
野
市
域
の
寺
社
に
も

雨
や
水
に
関
す
る
神
仏
へ
の
信
仰

資
料
が
数
多
く
残
っ
て
お
り
、
地

域
ご
と
の
雨
乞
い
の
様
相
が
わ
か

り
ま
す
。

　

泉
佐
野
の
雨
乞
い
を
地
区
ご
と

に
見
て
い
く
と
、
大
木
地
区
、
上
之

郷
地
区
、日
根
野
地
区
、長
滝
地
区
、

佐
野
地
区
と
で
異
な
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
例
え
ば
大
木
地
区
の
場

合
、
犬
鳴
山
を
道
場
と
す
る
葛
城
修

験
の
影
響
が
強
い
た
め
か
、
密
教
・

道
教
・
陰
陽
道
・
修
験
道
な
ど
様
々

な
信
仰
に
お
け
る
水
を
司
る
神
仏

を
祀
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
水

源
と
修
験
道
の
霊
場
が
結
び
付
け

ら
れ
た
た
め
に
発
生
し
た
神
仏
信

仰
で
す
。
ま
た
、
上
之
郷
地
域
は
、

山
間
部
の
麓
に
集
落
を
有
す
る
と

い
う
立
地
的
条
件
か
ら
樫
井
川
と

は
別
の
山
か
ら
流
れ
る
水
系
（
現

稲
倉
池
周
辺
）
も
利
用
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
山
と
川
（
水
）

の
信
仰
を
有
す
る
よ
う
に
な
り
、「
日

本
書
紀
」
に
登
場
し
、
山
神
と
共
に

生
ま
れ
た
と
い
う
山
間
部
に
雨
を
も

た
ら
す
高

（
意
賀
美
神
社
）
を
祀

る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
更
に
日
根
野
地
区
で
は
、
現
在

日
根
神
社
に
合
祀
さ
れ
て
い
る
野
々

宮
（
丹
生
神
社
）
の
丹
生
都
比
売
命

が
水
の
信
仰
を
集
め
ま
し
た
。
丹
生

都
比
売
命
は
空
海
が
高
野
山
へ
勧
請

し
た
説
話
を
持
つ
神
で
、
水
に
験
あ

る
神
と
し
て
祀
ら
れ
て
お
り
、
日
根

荘
成
立
以
前
に
高
野
山
が
開
発
し
た

際
に
勧
請
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
こ
の

丹
生
都
比
売
命
は
、
長
滝
地
区
で
も

祀
ら
れ
て
お
り
（
現
天
野
神
社
か
）、

江
戸
時
代
に
は
、
蟻
通
神
社
の
宮
司

家
で
あ
る
木
戸
氏
に
よ
っ
て
長
滝
全

体
の
雨
乞
神
と
し
て
奉
幣
を
受
け
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
各
地
域
の
雨
乞
い
の
特
色

と
し
て
い
え
る
こ
と
は
、
以
下
の
３

つ
に
集
約
さ
れ
ま
す
。
１
つ
目
は
、

大
木
地
区
は
修
験
道
系
の
信
仰
が
根

強
い
た
め
、
そ
れ
が
雨
乞
い
の
際
に

信
仰
す
る
神
仏
へ
転
化
さ
れ
た
こ

と
、２
つ
目
は
上
之
郷
地
区
の
場
合
、

地
形
的
な
制
約
が
雨
を
司
る
神
へ
転

化
さ
れ
た
こ
と
、
３
つ
目
は
、
日
根

荘
開
発
時
の
神
仏
勧
請
に
よ
る
影
響

で
、
日
根
野
か
ら
長
滝
へ
か
け
て
雨

乞
い
の
神
と
し
て
登
場
す
る
の
が
丹

生
都
比
売
命
や
牛
頭
天
王
な
ど
ほ
ぼ

同
一
の
神
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
上
記
の
３
点
は
、
信
仰
と
自
然

地
形
の
結
合
、
自
然
地
形
と
日
本
神

話
の
結
合
、
開
発
に
よ
る
信
仰
発
生

と
地
形
の
結
合
で
あ
り
、
い
ず
れ
も

自
然
地
形
を
共
通
と
し
な
が
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
別
の
要
因
が
結
び
つ
い
て
雨

乞
信
仰
へ
と
転
化
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
は
中
世
特
有
の

雨
乞
信
仰
の
発
生
過
程
で
あ
り
、
自

然
地
形
に
よ
る
制
約
を
神
仏
に
頼
っ

て
解
決
し
よ
う
と
す
る
中
世
の
人
特

有
の
考
え
方
で
す
。
前
々
回
紹
介
し

た
十
二
谷
池
の
祭
文
に
登
場
し
た
神

仏
も
中
世
の
神
仏
習
合
特
有
の
も
の

で
あ
り
、
今
回
紹
介
し
た
各
地
域
の

雨
乞
信
仰
発
生
過
程
と
共
通
す
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。

　

日
本
遺
産
と
し
て
日
根
荘
が
認
定

さ
れ
た
昨
今
、
今
一
度
中
世
の
神
仏

や
思
想
、
信
仰
に
つ
い
て
振
り
返
っ

て
み
る
の
も
面
白
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
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